
　

三
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ

た
『
松
本
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
』
に
、

長
野
県
内
外
か
ら
、
八
〇
組
、

一
七
三
名
の
参
加
が
あ
り
、
快
晴

の
四
賀
を
駆
け
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

  

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
二
人
〜

五
人
ま
で
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
地

図
と
コ
ン
パ
ス
を
片
手
に
時
間
内

に
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、
高
得
点
を

競
う
ゲ
ー
ム
。

  

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
違
う

と
こ
ろ
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
自
由
に

回
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

参
加
者
の
六
割
は
、
東
京
都
、

静
岡
県
、
滋
賀
県
な
ど
の
県
外
か

ら
来
ら
れ
た
人
た
ち
で
、
全
国
の

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
参
加
し
て
回
っ

て
い
る
人
も
多

い
よ
う
で
す
。

  

三
時
間
の
競

技
を
終
え
て
、

四
賀
支
所
前
庭

で
は
、
ス
タ
ッ

フ
が
用
意
し
た

四
賀
の
雑
キ
ノ

コ
た
っ
ぷ
り
の

豚
汁
と
、
四
賀

の
産
み
た
て
卵

を
使
っ
た
卵
か

け
ご
は
ん
が
参

加
者
を
も
て
な

し
ま
す
。
そ
の

卵
か
け
ご
は
ん

歴史のロマン―殿村遺跡
第６次発掘報告が開催

中世の会田は…

　

三
月
二
十
一
日
、
松
本
市
教
育

委
員
会
主
催
の
「
殿
村
遺
跡
第
６

次
発
掘
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
発
掘
報
告
で
は
、

近
世
の
絵
図
に
地
名
が
登
場
し
て

い
る
「
字
ゑ
げ
」（
旧
会
田
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
広
田
寺
に
向

か
う
中
間
地
点
）
と
呼
ば
れ
て
い

る
場
所
で
中
世
の
造
成
後
が
発
掘

さ
れ
、
石
積
み
、
石
列
、
盛
土
、

溝
や
柱
穴
な
ど
の
存
在
が
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
に

歴
史
考
古
学
を
専
門
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
水
澤
幸
一
先
生
を
新

潟
県
胎
内
市
か
ら
お
迎
え
し
、
遺

跡
整
備
の
先
進
地
で
の
中
世
遺
跡

の
存
在
か
ら
、
そ
の
整
備
の
取
組

み
等
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
殿

村
遺
跡
の
今
後
の
あ
り
方
に
期
待

を
持
て
る
内
容
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
十
年
に
旧

会
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
発
掘

ゲ
イ
ニ

参
加

て

を
「
う
ま
い
、
う
ま
い
」
と
、
お

代
わ
り
す
る
人
が
続
出
し
ま
し

た
。

  「
ま
た
、
来
た
い
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
る
人
も
い
て
、
何
と
も
明
る

く
爽
や
か
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
来
年
も
『
松
本
ロ
ゲ
イ

ニ
ン
グ
』
の
開
催
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

が
始
ま
っ
た
殿
村
遺
跡
の
調
査
で

す
が
、
周
囲
の
発
掘
が
進
め
ら
れ
、

新
た
な
遺
跡
跡
が
発
見
さ
れ
、
会

田
氏
の
中
世
の
姿
が
早
く
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
か
待
た
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
虚
空
蔵
山
城
跡
で
も
中

腹
に
い
く
つ
も
の
石
垣
群
や
、
平

場
造
成
跡
な
ど
が
次
々
に
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。
遺
跡
の
調
査

は
膨
大
な
時
間
を
要
す
る
も
の
で

す
。
中
世
の
時
代
に
、
殿
村
か
ら

虚
空
蔵
山
を
望
み
、
ど
ん
な
景
観

が
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
近
代
の
景
観
も
次
々
と
変

化
を
遂
げ
て
い
る
は
ず
で
す
。
記

憶
を
語
る
人
達
が
い
る
う
ち
に
そ

れ
も
調
べ
て
、
の
ち
の
世
に
伝
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
今
考
え
て
い
ま
す
。

虚空蔵山山城跡の石垣

多くの参加者でにぎわう四賀の里

石垣があることは知られていましたが
 何のための石垣かは不明でした
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松
本
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
開
催
！

春
の
四
賀
地
区
を
満
喫
！

御意見・御希望・お問い合わせは四賀公民館まで…　TEL　64－3112

四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,957世帯　
人　口　　　4,955　人
　男　　　　2,407　人　
　女　　　　2,548　人

（平成27年5月1日現在）

1,939
4,848
2,349
2,499



　

公
民
館
事
業
の
企
画
立

案
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
、

四
賀
公
民
館
委
員
の
皆
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
運
営
委
員
会

◎
大
澤
好
市　

○
山
岸　

忍

　

佐
々
木
清
夫　

市
川
明
仁

　

中
嶋　

博　
　

竹
内
哲
夫

　

瀧
澤
正
行　
　

和
田
敏
昭

　

山
岸
勝
子

◆
館
報
編
集
委
員
会

◎
中
嶋　

博　

○
小
沢
幸
子

　

藤
松
正
之　
　

松
村
京
子

　

溝
口
清
水

◆
体
育
委
員
会

◎
市
川
明
仁　

○
麻
生
仁
志

　

山
岸　

忍　
　

小
林
敦
夫

　

三
村
茂
幸　
　

降
簱
正
樹

　

和
田
敏
昭　
　

瀧
澤
長
子

▼
桜
の
花
も
散
っ
て

若
々
し
い
緑
の
葉
が
木

を
覆
っ
て
い
ま
す
。
桜

だ
け
で
は
な
く
、
山
は

い
ろ
ん
な
色
の
若
葉
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
一
回

り
大
き
く
な
っ
て
元
気

盛
ん
な
様
子
で
す
。
し

か
し
、
よ
く
見
ま
す
と
、
や
は
り

鮮
や
か
に
な
っ
て
き
た
松
の
林
の

う
ち
に
、
茶
色
に
な
っ
て
葉
も
落

ち
か
け
た
松
が
多
く
な
っ
て
き
た

の
が
見
て
と
れ
ま
す
。
こ
ん
な
風

景
は
今
ま
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
人
の
作
っ
て
き
た
も
の
は
、
家

屋
に
せ
よ
、
橋
に
せ
よ
、
朽
ち
て

い
く
の
は
見
て
き
ま
し
た
。

▼
「
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り　

歳

歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず
」
こ
れ
は

人
の
世
の
無
常
を
嘆
い
た
詩
で
す

が
、
こ
の
部
分
だ
け
だ
と
、
自

然
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
解
釈
も

で
き
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
そ
の
自
然
が
今
、
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
に
か

し
よ
う
と
あ
が
い
て
み
て
も
、
人

の
力
の
限
界
を
知
る
の
み
で
す
。

▼
近
い
将
来
松
本
で
ミ
カ
ン
が
栽

培
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。
良
い
事
か
悪
い
事

か
は
、
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

▼
「
年
年
歳
歳
花
同
じ
か
ら
ず　

歳
歳
年
年
人
も
同
じ
か
ら
ず
」

劉
廷
芝
が
今
の
世
に
い
た
ら
、
ど

ん
な
詩
を
詠
む
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
川
益
甫　
　

柏
原　

章

　

望
月　

剛　
　

岩
渕
満
喜
子

　

丸
山
礼
子　
　

長
岩
松
男

　

小
口
正
盛　
　

小
嶋
大
七

　

鳥
羽
敬
二　
　

岩
下　

守

　

坪
田
規
子　
　

西
澤
早
代
子

◆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

◎
竹
内
哲
夫　

○
山
田
光
子

　

坪
田
雅
子　
　

丸
山　

静

　

坪
田
芳
子　
　

本
木
智
恵
子

　

関
口
秀
徳

◆
文
化
委
員
会

◎
佐
々
木
清
夫　
○
齋
藤
一
徳

　

瀧
澤
長
子　
　

瀧
澤
正
行

　

竹
内
政
恵　
　

横
内
怜
子

　

山
岸
勝
子　
　

小
林
雅
子

　

山
岸　

忍　
　

両
角
民
雄

　

久
保
田
髙
弘　

山
田
靖
敏

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

町会名
反 町
刈谷原町
七 嵐
赤怒田
殿野入
保福寺町
小岩井
両 瀬
金 井
原 山
横 川
会 吉
矢 久
召 田
長 越
藤 池
穴 沢
取 出
板 場
宮 本
本 町
新 町
岩井堂
西 宮
落 水
井 刈
執田光

町 会 長
青木　増夫
佐藤　繁男
大澤　好市
青木　峰和
横内健一郎
山口　昭次
金子　文彦
川久保清二
上野　薫輝
倉科　真一
草間　保恵
武川　正二
本林　辰登
中嶋　文雄
中村　　公
岩渕　友保
長岩　松男
児玉　　行
竹内　武夫
山田　靖敏
齋藤　　巧
小林　有人
松澤　　強
木下　忠行
降籏　幸治
滝沢　健一
和田　永作

公民館長
倉品　喜好
太田　久喜
斉藤　　篤
三輪　久冶
藤井　忠之
両角　民雄
伊藤　　巌
川久保清二
小宮山　司
久保田髙弘
三間　信五
穂高　　修
本林　寛二
召田　成治
中村　　公
浅川　正規
長岩　松男
太田　節子
本木　栄一
山田　靖敏
大河内忠則
岩下　謙一
松澤　　強
本郷　健司
降籏　幸治
山岸　　忍
和田　永作

体 育 部 長
深沢　博志
鳥羽　敬二
小林　敦夫
常田　　満
藤井　一也
太田 行男
金子　正夫
久保田昭彦
柳沢　保司
内藤　和浩
草間　友臣
山崎　幹雄
本林　嘉夫
召田　　亨
　 ― 　
三村　茂幸
長岩　伸一
藤森　敏彦
青木　美伸
降簱　正樹
井上　　将
横内　淳一
ファビッシュ･スコット

高橋　誠一
藤松　　秀
降簱　一成
和田　敏昭

備考

○

○

                  
○

◎

備考

○

○

○

◎

備考

◎

○

○

○

町会長･町内公民館長･体育部長名簿

　

◎地 区 会 長
○４ブロック会長
　　（敬称略）

平成 町平成平成

2７年度

お気軽
に

ご相談
くださ

い。
四賀地区担当

清本　悠保健師
はるか

６月１日（月） １：00～  3：00P
M

７月13日（月） １：00～  3：00P
M

　
四
賀
公
民
館
委
員

四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長　

川
窪　

博

　
　
　
　
　
　

増
田　

香

　

主　

任　
　

藤
森
一
孝

　

嘱　

託　
　

久
保
田
洋
子

　

嘱　

託　
　

宮
坂
真
裕
美

　

嘱　

託　
　

金
子
美
津
代

　

臨
時
職
員　

海
野
寿
子　

松
本
大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

特
別
調
査
研
究
員　

丸
山
裕
也

四
賀
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

主　

査　
　

加
藤
博
子

　

主　

査　
　

丸
山
花
代
子

　

主　

事　
　

一
志　

怜

健
康
づ
く
り
課

北
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
四
賀
担
当
）

　

保
健
師　
　

清
本　

悠

農
政
課

生
産
振
興
担
当（
四
賀
農
林
担
当
）

　

課
長
補
佐　

青
木
美
伸

　

主　

査　
　

降
簱　

優

　

主　

任　
　

佐
藤
和
彦

　

嘱　

託　
　

板
花　

凌

維
持
課 

管
理
担
当（
地
籍
調
査
）

　

課
長
補
佐　

堀
内　

勉

　

嘱　

託　
　

中
澤
一
雄

　

嘱　

託　
　

中
田
将
之

四
賀
公
民
館

　

館　

長　
　

百
瀬
光
男

　
公
民
館
主
事　

小
宮
山
秀
樹

　

嘱　

託　
　

中
澤
恵
利
子

※　詩全体では、自然も無常であるという表現があります。

　

四
賀
公
民
館
主
催
に
よ
る
、

ス
ト
レ
ッ
チ
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

の
体
験
教
室
が
四
月
十
六
日
と

二
十
三
日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
共
催
の
四
賀
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
会
員
と
募
集
に
応
じ

た
計
十
四
名
が
講
師
の
寺
平
先

生
の
指
導
で
、
筋
肉
を
柔
ら
か

く
し
柔
軟
性
を
よ
く
す
る
と
共

に
リ
ン
パ
の
流
れ
を
良
く
し
て
い

き
ま
す
。
足
か
ら
ひ
ざ
、
大
腿
筋

そ
し
て
お
尻
さ
ら
に
背
筋
お
腹

を
強
く
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。
普

段
行
う
事
が
少
な
い
の
で
あ
ち
こ

ち
か
ら
「
痛
い
！
」
と
言
う
声
が

上
が
り
ま
す
。
後
半
の
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
は
エ
イ
ト
ビ
ー
ト
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
歩
く
事
を
基
本
に

ス
テ
ッ
プ
の
組
み
合
わ
せ
を
繰
り

返
す
運
動
が
行
わ
れ
、
終
る
頃
に

は
汗
ば
み
適
度
な
疲
労
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
継
続
し
た
運
動
習

慣
が
大
事
だ
と
の
事
で
す
。

セ
ン
タ
ー
長

補

佐

スト
レッチ＆エアロビクス

体験教室開催
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職
員
紹
介


